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（第９号様式） 

令和４年度第１回香川公民館運営審議会会議録 

 

○事務局 

これより令和４年度第１回香川公民館運営審議会を開催させていただきます。 

はじめに、お手元にお配りしております資料の確認をさせていただきます。 

令和４年度第１回香川公民館運営審議会会議次第、資料１「令和４年度香川公民館事業報

告」、資料２「茅ヶ崎市立香川公民館運営審議会に対する諮問について」、資料３「香川公民

館運営審議会に対する諮問に係る答申スケジュール(案)」、参考資料「香川公民館利用団体・サークル活動

に係るアンケート調査について」以上、不足等はございませんでしょうか。 

 

  議    題 

 

 

令和４年度第１回香川公民館運営審議会会議次第 

議 題 

１ 令和４年度香川公民館事業報告について 

２ 諮問について 

３ その他 

 

   日    時 

 

令和４年８月３日（火）１４時～１６時１０分 

 

 

   場    所 

 

 香川公民館２階 和室 

 

出席者氏名 

澤﨑貴子委員、中村洋美委員、真鍋花代子委員、佐藤節子委員、 

都浩一委員 

事務局 担当課長 鈴木 朗 、主査 田中 裕子 

 

会議の公開・非公開 

 

 公開 

 

 

  傍 聴 者 数       

 

 

 ０人 

 

 

  非公開の理由 
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それでは、さっそく議題に入りたいと思います。 

議事進行につきましては、茅ヶ崎市立公館条例施行規則第１３条第１項に会議は会長が 

招集し議長となるという規定がございますが、松尾会長から都合により欠席との報告を受

けております。公民館条例施行規則第１２条第３項において、副会長が会長の職務を代理

する旨の規定により、本日の議長は、佐藤節子さんにお願いしたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○佐藤委員 

みなさんこんにちは、本日はお忙しい中、ご出席いただきありがとうございます。 

ただ今より令和４年度第１回香川公民館運営審議会を開催いたします。本日、松尾会長と

豊嶋委員が都合により欠席でございますが、茅ヶ崎市立公民館条例施行規則第１３条第２

項の開催要件、過半数以上の委員、７名のうち５名の御出席をいただいて満たしておりま

すので会議は成立していることを御報告いたします。 

なお、本日、傍聴の申し出はございません。 

それでは次第にしたがいまして議事を進めてまいります。 

なお、本会議は公開となっており、会議終了後、会議の概要を２日以内、会議録を４５

日以内に公表することとなっています。議事録の内容確認につきましては、私に一任とい

うことでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

○佐藤委員 

それでは議題１、「令和４年度香川公民館事業報告について」を議題とします。事務局よ

り説明をお願いします。 

○事務局 

それでは「令和４年度香川公民館事業報告について」ということで、資料１をお出しく

ださい。７月末日時点までの主催事業とそれ以外の取り組みを資料としてお配りしていま

す。この他にも連続して行っている講座もございますが、現在継続していますので、完了

してからの報告となります。 

それでは、カデゴリーごとにご説明させていただきます。 

1 の子ども事業です。二つ上げさせていただいています。海岸生物観察会と子ども陶芸教

室です。こちらは、つい最近行った事業です。海岸生物観察会は先週の木曜日に江ノ島の

岩場で行いました。親子 8 組延べ１６名の方に参加いただいて、江ノ島の岩場に生息して

いる生き物を観察して学んでいただくという講座でした。講師は NPO 法人パパラギ海と自

然の教室にご協力いただきました。アンケートでは参加者全員が楽しかったと回答してい

ただき、またビーチクリーン活動等に参加してみたいか聞いてみたところ３/４（７５％）

の方から参加してみたいとの回答をいただきました。 

〇佐藤委員 
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これは、何時から何時までだったのですか。 

〇事務局 

１０時から１２時３０まで、午前中ですね。 

次に子ども陶芸教室です。これは市民提案事業ということで、公民館利用者からご提案

をいただいた事業です。７月３０日ですので、つい最近です。土曜日に行いました。お子

様１４名に参加していただきました。今回は、粘土で形を作り釉薬を選ぶところまでをや

っていただき、その後の作業は講師の方にお願いをして、今月２１日以降に出来上がった

作品を参加者にお渡しして、完了となります。実は他の公民館でも、陶芸教室を行ってい

ます。香川では行っていなかったんですね。昔は行っていたのかもしれないのですが。 

〇佐藤委員 

 夏休み自由広場でやっていますね。 

〇事務局 

 子どものサークル体験ですね。 

〇佐藤委員 

 夏休み自由広場があるので、このように主催事業としては行っていなかったですね。今

年は夏休み自由広場がありませんので、市民提案事業という形で行ったのでしょう。私も、

こもれび通信（館報）の取材で参加しましたが、子ども１４人は結構大変だなと思いまし

た。子どもを連れてくるお父さん、お母さんにはお帰りいただき、大人は手を出さずに子

どもだけで頑張る形で行っていました。 

〇事務局 

 子ども事業は、以上の２つです。 

 次に、２のシニア事業です。Android スマートフォンを楽しもう、こちらは今年の３月に

年度で言いますと令和３年度になりますが、実施する予定でした。３月は新型コロナウイ

ルスまん延防止等重点措置が適用されていましたので、５月に延期をして２０日に開催い

たしました。定員１０名のところ、キャンセルがありまして８名の方にご参加いただきま

した。コロナ禍でＩＣＴ（情報通信技術）の活用が急速に発展している中で、公民館５館

の連携事業で Zoom の使い方講座は行っているんですけれども、スマートフォンに焦点を

当てて、タッチ操作、文字入力からインターネットやアプリ等使い慣れていない高齢者を

対象に行いました。アンケートでは、概ね満足している人が多い中、時間が足りないとの

声もありましたが、やって良かったなと思う講座でした。 

〇佐藤委員 

 担当してくださった講師 NPO 法人パソコンボランティア湘南からは、何人くらい来てく

ださったのですか。子どもとは違った大変さがあると思うのですが。 

〇事務局 

 アシスタントが２名入りましたので、講師とアシスタントで３名です。 

続いて４番目が、正しい靴の選び方講座です。昨年度は子どもの正しい靴の選び方講座を
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行い、今回は一般成人を対象として行いました。佐藤委員にも、ご参加いただきましたね。

講師はマスターオブシューフィッターという資格を持つ宮﨑さんと言う方です。この方は

藤沢市内で靴のお店を営んでいる方です。自分の足に見合った靴を履いていない方が多い

ということで、足の計測をして、その足に見合った靴を履くことで歩幅や歩き方に変化が

あったことを実感してもらうことを目的として実施した講座でございます。 

〇佐藤委員 

ちょっとトラブルがありましたので、進め方が難しい講座だったかなと思います。 

〇事務局 

次に、カテゴリー３の地域課題解決等事業です。ふわふわモコモコ布ぞうりづくり、毎

年継続して行っている人気が高い講座です。古い浴衣を材料にして、布ぞうりを作る。目

的がリサイクル意識の向上だったり、日本文化継承ということでずっと実施しています。5

月 15 日(日）と 5 月 22 日(日）、２週に分けて行いました。実際に参加した方が、講師の補

助（アシスタント）的な立場として参加したいと言ってくれた方が５名いらっしゃったの

で、その方々向けのフォローアップの研修も行いました。 

次が６番目、かがわ健康ウォーク「東海岸文化人たちのいにしえ道を歩く」ということ

で。こちらも毎年行っています。ちがさき丸ごとふるさと発見博物館の会にご協力いただ

き、2 回に渡り５月２０日はイサムノグチさんについての座学、６月３日は南側ですが城山

三郎の散歩道や開高健ゆかり道等を約６ｋｍ実際のウォーキングを、５月と６月にかけて

行いました。 

続いて７番目です。青少年の考古学入門下寺尾に眠る遺跡、こちらもつい最近です。ご

存知かと思いますが、7 月３０日に博物館がオープンいたしました。オープン初日と二日目

はかなりの方が来館されたと聞いています。社会教育課との博物館連携講座という位置づ

けで、5 月２８日に実施させていただきました。参加者はここに書いてありますとおり、対

象は小中学生でしたが、参加者は全員小学生でした。小学生でも中学年、低学年の方が意

外と多かったですね。話の内容は遺跡に関することが主だったので、社会教育課の職員が

当日パワーポイント資料を使って、分かりやすくスライドを出したりするんですけれども、

漫画チックなイラストで、子どもたちが興味を示してくれるようなものを映したり、説明

したり、発掘調査するための道具を見せたりというところで、講師も色々と工夫しながら、

皆さんの興味・関心を高められるように講座を開催いたしました。後半は、低学年の子ど

もたちの集中力が切れてしまいましたが、時間が長かったので、それは仕方ないかなと思

いました。 

〇佐藤委員 

参加者は、男の子と女の子どちらが多かったのですか。 

〇事務局 

男の子が多かったです。 

〇事務局 
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 次は資料の裏面になります。８の一眼レフ初心者女性向けカメラレッスンです。こちら

は、香川公民館の社会教育嘱託員が講師を務めています。6 月３日、１０日、１７日の３回

に分けての講座を行いました。１回目は座学、2 回目は小出川の遊歩道で紫陽花を撮影して、

３回目に撮影した写真を持ち寄っての講評会ということを行いました。反省点として、撮

影会に行った折に紫陽花しかなかったため少し単調になってしまったという話を聞きまし

た。カメラの技術の習得もそうですが、参加者同士の交流というところで親交が深められ

たという話を聞いています。 

 次は９番目です。庭木の剪定教室です。こちらも、コロナ禍を除き、継続して行ってき

た人気の高い講座です。見てお分かりいただけるとおり、定員 15 名に対して参加者 15 名

ということで、梅雨時の 6 月１２日に、ほぼ一日かけての開催でした。前半は座学的なこ

とを行い、後半の部分では公民館の敷地にある庭木を使って、剪定技術を参加者に学んで

いただいたという講座です。 

 次に１０番目の応急手当 WEB 講習対応実技救命講習会です。主体となっているのは、消

防署消防指導課というところです。毎年、普通救命講習会を公民館で開催してきたところ

なんですけれども、コロナ禍における感染対策ということで、普通救命講習の座学をイン

ターネットで受講した後の 1 か月以内に実技講習会を受講すれば普通救命講習会を修了し

たものと認定されるという内容で、７月１６日に香川公民館で心肺蘇生法、ＡＥＤ使用方

法、止血法、気道異物の除去方法を８名の方に学んでいただき、最後に修了証をお渡しし

ました。 

 続きまして、１１番目がフォトジェニックな旅のお話し会～イタリア編～です。昨年度

は、フランス編を実施いたしました。イタリア編も令和３年度に実施する予定でしたが、

コロナの影響によって令和３年度は中止となり、７月２３日に実施させていただきました。

６名に参加していただき、実際にイタリアへ行った方、イタリアには行っていないが興味

をお持ちの方にご参加いただきました。ツアーコンダクターの方に、その国の魅力ですと

か、生情報ですとか、体験だとかをお話をしていただいたところでございます。フランス

編の時は、その国に行った時の昔の写真を持ち寄っていただいて、色々と話に花を咲かせ

た時間があったんですけれども、今回は講師のお話が長くなってしまったため、参加者同

士が交流する時間が取れなかったところが課題というふうに聞いています。 

 続きまして最後の１２番目ですね、初めてのジャイロキネシスです。ジャイロキネシス

ってあまり聞いたことがないかと思います。こちらの概要欄に書かせていただきましたが、

バレエダンサーのケガのリハビリ目的にニューヨークで開発されたエクササイズらしいで

す。こちらも令和３年度に行う予定が中止になり、今回改めて 7 月３０日に実施させてい

ただきました。アンケートでは、参加者の多くが内容を理解した上で動くことができたと

いうこと、今後自宅でもやってみたいたとの回答をいただきました。 

 ざっとご説明させていただきました主催事業はすべて対面式の講座でございました。先

程申し上げたとおり、連続講座で、継続中の講座もございます。講座によっては、Zoom で
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行っている講座もあります。ただ、今年度の計画では概ね対面の方が圧倒的に多い状況で

す。皆様ご承知のとおり、今、コロナウイルスの新規感染者が凄い人数なんですけれども、

換気を行ったり、あとは消毒でしたり、基本的な対策を行いながら、事業の方は継続して

行っていく予定です。 

講座ではないのですけれども、学習成果活用･学習情報提供事業ということで、公民館だ

より「かがわ」は、四半期ごとに出している主催事業の周知用のチラシです。今年度につ

いては、4 月 1 日号､7 月 1 日号の２回発行しています。予定では１０月１号と１月１日号

で年４回発行する予定です。 

続いて、5 の次世代育成ネットワーク事業ということで、小学校公民館見学でございます。

学区探検の時間を活用して、公民館と図書館分館を見学していただくということで、６月

１７日香川小学校３年生の全児童、６月２４日鶴が台小学校の３年生の全児童。資料の右

端成果・課題のところ、香川が 159 名、鶴が台が 61 名ということで見学に来てもらいまし

た。３年生はとにかく元気ですね。質問が止まらなかったというのと、色々興味津々で聞

きたいことがあるということで。ただ、凄くわきまえられていて、当日は当然ながら各部

屋でサークル活動している方がいらっしゃったのですが、その様子を外から眺めてもらっ

たり部屋の中に入って見てもらったりしたのですが、部屋の中に入った時にはきちんと静

かにして、ルールを守って見学されていました。 

最後に、参考で５館連携事業です。こちらは令和３年度から継続して行ってきている事

業がございます。県立里山公園で里山謎解き大冒険という事業を実施させていただきまし

た。5 月７日のゴールデンウイークの土曜日に県立里山公園を舞台に謎解き、宝探し、自然

観察を交えたオリエンテーリングを実施させていただき、27 名の参加者でした。ざっとで

すが、事業の説明をさせていただきました。１の議題は以上です。 

〇佐藤委員 

現在実施しているものもあるとのことでしたが、この資料には載っていないということ

でしょうか。 

〇事務局 

載っていません。最終的に数字が固まって、通した結果を最後にご報告します。本日の

資料には、完結している事業を載せています。 

〇佐藤委員 

小学校公民館見学では、沢山質問を受けられたとのことですが、どのような質問が多か

ったのでしょうか。 

〇事務局 

初めは、こちらから投げかけました。例えばですね、ちょうど６月１日から公民館の運

用について制限していたものを全面的に解除して、ロビーを使用できるようになったとこ

ろからお話したんです。そこからなんですが、不思議なことに子どもたちが色々と質問し

てきました。今の３年生は 1 年生になられた時にコロナの感染が広がって、公民館は休館
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したり、そこからロビーが使用できなくなって、なかなか公民館に来る機会がなかったん

ですよ。そういった話をしたら、そこから話が発展していって色々な話が出ました。 

〇佐藤委員 

３年生にとってみると、図書館には来ていても公民館には来たことがなかったのでしょ

うか。 

〇事務局 

それが、逆だったんです。来館したことがあるか聞いたところ、ほとんどの子どもが公

民館に来たことがあるとのことでした。どうして来たことがあるのか聞いてみたところ、

「講座に参加した」という子どもが結構いました。小学校入る前に来たことがあるという

子どももいました。 

〇佐藤委員・澤﨑委員 

公民館まつりでしょうか。 

〇事務局 

 もちろん、それもあると思います。何かしらの理由で来館したことがある子どもがほと

んどでした。そこからにぎやかに、色々な質問が出ました。 

〇佐藤委員 

 図書館には来ているのかもしれませんね。 

〇事務局 

 そうですね。他に疑問点などございますでしょうか。 

〇澤﨑委員 

すみません、正しい靴の選び方の講座なんですが。これは、座学というか説明だけだっ

たのでしょうか。どのような内容だったのでしょうか。 

〇佐藤委員 

 私も申し込んで参加したんです。１５名募集のところ全員で１１名の参加だったんです。

そのうちの５名だけ前もって足を計測していただいて、当日は計測した足に見合った靴を

持ってきてくださるのと同時に、その人の足の型を例としてプロジェクターに映して、説

明してくださったんです。私も事前に申し込んで、計測していただいて、「この靴が良いで

すよ」という靴を持ってきていただいて説明を受けたんです。講座の目的としては靴の大

切さを理解してもらうために、自分に合った靴を履いていないことによる弊害についてお

話してくださったと思います。先程言ったトラブルというのは、計測してもらった５名に

とっては自分の足を映されて嬉しいような恥ずかしいような気持ちもありつつ楽しいので

すが、計測してもらっていない方にとっては時間が長かったのか、その部分については不

満に思われたのかもしれません。 

〇事務局 

 次回開催する場合は、事前の計測については人数を絞って行おうと思っています。 

〇佐藤委員 
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 一般的なお話を前に持ってきて、その後に計測した足について説明してもらい、実際足

に合わせるのは最後にするようにするとか。 

〇事務局 

 講座の進め方を考えないといけないですね。 

〇佐藤委員 

 私も履かせてもらって、色々お話を聞いたりしたので、長くなってしまって。靴の選び

方は大切なことでいい企画だと思いますけれども、話の持っていき方に工夫が必要ではな

いかと思います。役立つお話も多かったのですが、計測していない方々にはちょっと。 

〇事務局 

 少し補足させていただきます。公民館の意図としては、皆さんに説明するにあたって、

足の色々なタイプを限られた人数になってしまいますが、事前計測という形で見本として

足型をご提供いただきました。当日、講師が説明を加えた上で、合っていない靴を履くこ

との弊害と実際に合った靴を履いてもらった時の感想などを直に伺って、「こんなに変わる

んだ」ということを皆様に説明するために、講座の資料として、皆さんにご披露する意図

で準備をしていたのですけれども。進行にあたり少々問題が発生しまして、トラブルと言

いますか、不満を抱くようなご意見をいただきましたので、そこは今後進め方を検討して

いきたいと思うところですけれども、皆様に分かりやすく、合った靴を履くことの大切さ

をいかに伝えるかを考えて準備をしたものだと担当者は申しておりましたので、お話させ

ていただきました。 

〇澤﨑委員 

 ありがとうございました。 

〇真鍋委員 

 今、事業報告を聞いて「香川公民館では、色々な講座をやっているのね。」と近所の方に

も聞かれたり言ったりしているのですが。色々な事業を行う中で、どのように募集して、

どのような方を対象としているのですか。 

 

〇事務局 

 募集については、他の公民館にも共通していると思いますが、まず広報ちがさきに掲載

します。ただ、広報紙の作りも昔とは変わっており、現在は必要最小限の記事になってい

ます。事業名と開催日時を広報紙には載せてはいますけれども、その他にも色々な媒体が

あります。市のホームページ、館内に講座のチラシを掲示したり、他の公共施設へチラシ

の配布を依頼したり、各々のカテゴリーに登録されている方が対象となりますがメールの

機能を使用した配信をさせていただいている、そういったものも活用しています。あとは

講座の内容によっては、タウンニュース社に掲載を依頼することもあります。それから、

自治会の回覧です。昔はよく依頼していて、コロナ禍では控えるようになっていまして。

他の公民館では、再開しておりまして、香川は出遅れた感があるのですが、その回覧を見
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て事業内容を認識していただいているところもあります。 

〇佐藤委員 

広報紙も以前は１日号と１５日号があり、１５日号に公民館の事業を掲載して、それを

楽しみに見て参加してくださる方が多くいらっしゃいました。今年度も１５日号は、出な

いのですよね。 

〇事務局 

 そうですね、１日号だけですね。１日号の記事も、本当に最小限の記事になっています。 

もし足を運んでいただけるようであれば、掲示板やチラシをご覧いただきたいと思います。 

〇佐藤委員 

 その辺のＰＲがなかなか難しいですよね。いかに多くの方が広報紙をご覧になっていた

かが良くわかりますね。今はコロナ禍で自粛なさっている面もあるのかもしれませんが。 

〇真鍋委員 

 分かりました。 

〇都委員 

 コロナの話が出ましたけれども、全て対面で行っているとのことですが、今までオンラ

インでしている中で、対面でやらなければいけないものも多くあるのだとは思いますが、

対面の方が良かったというアンケート結果ですとか、もしくは人数は限られますけれども、

オンラインと併用してくとか、ハイブリッドにしていくともう少し人数を増やすこともで

きると思いますが、そういった意見が出てきたりしていないのか、もし分かれば教えてい

ただきたいのですが。 

〇事務局  

 委員のおっしゃるように、その視点についてもアンケートに入っていれば良いのですが、

全ての事業において、そこまでアンケートを取っているわけではありません。主催する側

からすると、学ぶという大きな目的があることももちろんですが、来館した参加者同士で

交流を深められることもあります。例えば、親子で参加してもらう講座があって、お母さ

んが小さいお子さんを連れてくる、実は Zoom でも行っていた講座なんですけれども、昨

年の途中から集合形式に切り替えて、来館していただくようにしました。Zoom でも対話は

出来ますが、直接お母さん同士が色々な話をすることができるところを目の当たりにしま

すと、そういった事業の有効性を実感するところがあります。 

また、ハイブリッドという手法で、他の公民館では親子陶芸教室を行っています。講義

室に親子２０組で４０名、Zoom で十数組の参加がありました。来館して直接陶芸を習いた

い方と Zoom であっても習いたい方がいる、それだけニーズが高い講座だということが分

かります。そうであれば、コロナ禍で参加人数を絞っているところをハイブリッドにする

ことによって、より多くの参加者を集めることかできるメリットがありますので、これか

ら講座を行うのにあたっては工夫をしていく必要があると思います。現在、コロナ禍によ

る利用者の人数制限はしていませんが、企画する担当職員もまだ多くの参加人数を設定し
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ていませんので、多くの人数を設定する際には、対面と組み合わせるというやり方を考え

ていかなければならないと思います。コロナの感染者数もしばらくは増減が続くと思いま

すので、今後はそういったところも視野に入れて組み立てていかないといけないと思いま

す。 

〇澤﨑委員 

 今おっしゃっていた他館の陶芸教室に Zoom で参加された方々には、事前に材料をお渡

ししたのでしょうか。 

〇事務局 

 詳細は確認しておりませんが、そうだと思います。事前に材料をお渡ししていると思い

ます。 

〇澤﨑委員 

 自宅で作成して、また館に持っていったのでしょうか。 

〇事務局 

 詳細は確認しておりませんが、おそらくそういったやり方かと思います。Zoom では、画

面越しで作り方を習って。Zoom での参加者は１５～１６名いらっしゃったと聞いています。 

〇佐藤委員 

 対面でも結構難しいですけれどね。 

〇澤﨑委員 

 でも、自宅ですと色々材料もあって楽しいかもしれませんね。 

〇佐藤委員 

香川で行った陶芸教室では、粘土を４００ｇ用意して、参加費として 1,000 円頂戴してい

るんですね。それでも、それは粘土代くらいらしいですね。講師とアシスタントの方々３

名にはボランティアで参加していただいて。成形して、成形するところも子どもたちと一

緒にアシスタントの方々も手伝って、子どもたちは釉薬を選ぶところまででしたけれども、

その後の工程は講師がやってくださるそうで、それがとても大変だそうです。それをイン

ターネットでどこまで行えるのか、お聞きしてみたいですね。 

〇事務局 

 陶芸は工程が沢山ありまして、一日ではとても終わらないんですね。今回行った成形し

てから素焼きをして乾燥させてから、釉薬をかけて本焼きします。乾燥させる時間を含め

て釉薬をかけるところまでを体験してもらうとなると 2 回以上の講座になるということで

講師とご相談して、今回は形を作って釉薬を選ぶとこまでになりました。なるべく多くの

ことにチャレンジしてもらうということで、器の選択肢を広げて実施してみたのですが、

難しいものを小さなお子様が選んだので、それなりの苦労はありましたが、その後の工程

を講師が行うことになり、割に合わない作業が残ってしまいましたので、今後行うにあた

っては、内容をもう少し細かく相談させていただきたいと思います。ただ、参加された子

どもたちは、とても楽しかったようで、とても喜んでいたので、先生は満足されたようで
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す。とにかく、陶芸は工程が多く時間がかかるので、通しで最後まで体験してもらうには

何度も館に足を運んでもらわなければならなくなるので、やれるならやってみたいところ

ではありますが、実際は難しいということでこのような形で行いました。 

〇佐藤委員 

 粘土も、作業している間に乾燥してどんどん固くなってしまうんですよね。その時間と

の闘いもありますし。お手伝いしてくださる方もある程度必要になりますよね。Zoom でど

のようにやったのかお聞きしてみたい気持ちもありますね。 

〇事務局 

 作るもの等色々工夫されているのかもしれませんね。 

〇澤﨑委員 

 今年は夏休み自由広場がありませんでしたので、陶芸教室があって良かったと思います。 

〇佐藤委員 

 都委員からお話があったハイブリッドでの開催も考えていくということでしょうか。 

〇事務局 

 そうですね、講座によっては有効的な部分がありますので。 

〇佐藤委員 

 参加者数を増やすことができるところはそうですね。講座の内容によるとは思いますけ

れども。それから、ふわふわモコモコ布ぞうりづくりですけれども、講師補助の希望者が

いらっしゃったことは、とても良いことだと思います。今回は出ていませんが、お正月の

しめ飾りづくりも、習った方達が講師の補助として何人か出ていますよね。そういったと

ころは、とても良い形ではないかと思います。ただ、布ぞうりのこの最後の部分ですが、

関心度が低かったというのは布ぞうりに対してということでしょうか。 

〇事務局 

 こちらは、アンケートの項目にある布ぞうりづくりを伝えていくことへの興味、関心度

が低かったという結果だったということです。 

〇佐藤委員 

 この講座は、結構人気がある講座ですよね。すぐに定員に達する傾向がありますよね。

伝えていくことへの興味、関心度ということでしょうか。 

〇事務局 

 アンケートの中では、次世代へ布ぞうりづくりを伝えていく活動に興味があるかを聞い

ています。 

〇澤﨑委員 

 自分が講師になって伝えていくのではなく、今回自分が布ぞうりを作ることで満足して

いるということでしょうかね。 

〇事務局 

 質問は、今後次世代へ布ぞうりづくりを伝える活動に興味がありますか、とういう問い
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です。 

〇澤﨑委員 

 自分が作ったら満足だから、もういいわということですね。 

〇事務局 

 その先のことまでは、あまり関心をお持ちではないというところだと思います。 

〇佐藤委員 

 広める活動には関心がない。 

〇事務局 

 広める活動にも興味を持っていただきたいのですが、そこまではいかないということで

すね。アンケートでは、そういう結果でした。その反面、講師補助としての活動に興味を

持ってくださる方もいらっしゃいました。 

〇佐藤委員 

 布ぞうりは、作る際に素足の指にかけるじゃないですか。それが脳にも良い刺激となる

と言われていますよね。作った方は実際に履いてみて、周囲の方にその良さを話していた

だくだけでも良いと思いますね。材料費 1,000 円で二足作ることができるんですよね。一足

目は加減が難しいようですけれども。売っているものは高いようですからね。 

中村委員は何かご質問等ありませんか、よろしいでしょうか。 

〇中村委員 

 大丈夫です。 

〇佐藤委員 

 主催事業については、色々ご意見をいただきました。４月から７月までの間で１２の事

業を行いました。その間連続講座で何回か行っているものもありますが、こちらの資料に

は記載されていないということですね。コロナが少し落ち着いていた時に少しずつ対面の

講座が増えて、このような活動ができたということが言えるのではないかと思います。 

 コロナに関しては、国の方針もウィズコロナという方針になっていますし、それに伴っ

て市の方からも今のところは休館するとか、そういった話は出ていないですよね。 

〇事務局 

 今のところは、出ていません。 

〇佐藤委員 

 ウィズコロナの時代に入ったということで、届け出云々に関しても市町村によっては問

題はあるようですけれども対応も変わってきているようです。各々で気をつけていきまし

ょうということで、このように主催事業も活発に行われつつあるという形ですね。 

 それでは、次の議題にいきたいと思います。 

次に議題２、「諮問について」を議題といたします。こちらは香川公民館運営審議会に対し

ての館長からの諮問ということで、この内容について館長から提案をいただきます。館長

よろしくお願いします。 
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〇事務局 

 それでは、お手元の資料 2 をご覧ください。令和３年度の審議会で事前にご説明させて

いただきました諮問を今回正式な形で諮問させていただきます。検討を要する事項は  

公民館利用サークルの活性化にむけた公民館の果たすべき役割についてでございます。理

由については、皆様ご一読いただきましたので、要点を説明させていただきます。 

開館して３３年が経過します。その間多くのサークルが誕生して、色々と公民館運営にご

協力していただいてきたというところがございます。活発な活動でしたので、それも地域

の活性化の一翼を担っていたところではあるんですけれども、サークルが３３年経過する

中で、ライフスタイルの変化ですとか、少子高齢化もそうですが、環境が大きく変化して

おり、ここ数年は新型コロナウイルス感染症の影響もあったというところで、サークル活

動自体の休止や解散、会員の退会等による諸々の要因で、少し元気がなくなってきている

ところが見受けられます。これは、今後の公民館運営にとっても非常に大きな影響を及ぼ

すものと考えております。 

 そういったところから、再び以前のように活気溢れる活動をしていただくサークルに戻

ってもらいたい、そのためには公民館として、どのようなことができるのかを検討してい

ただきたいというところで、今回諮問させていただく、こういった内容にさせていただき

ました。 

答申ということで、令和５年３月年度末までの希望日を添えて諮問という形にさせてい

ただきます。 

〇佐藤委員 

 只今、館長の方からご説明がありましたが、今年度の諮問としては、公民館利用サーク

ルの活性化に向けた公民館の果たすべき役割についてということでいただきました。館長

から理由の要点についてご説明がありました。開館して３３年が経過しております。サー

クル活動においては開館の翌年くらいから始められたサークルもあります。現在も活動し

ているサークルも多々ございますが、残念なことに、日本中が少子高齢化、市内で五本の

指に入るくらい湘北地区では高齢化が進んでおります。私が長らく利用者懇談会の役員を

務めさせていただく中で感じていますのは、利用者懇談会に加入しているサークルが７６

サークル、利用者懇談会に加入していないサークルや団体もありまして、コロナ禍の影響

で自治会館が閉鎖していて使用できず一時的に利用しているサークルや団体、それから新

たに若い方が中心となって活動しているヨガサークルがいくつか、利用者懇談会には加入

していないで活動しています。そういった加入してない団体が２３くらいあります。数年

前まで利用者懇談会加入団体は１００ぐらいありました。それが急速に減ってしまったわ

けです。昨年度一年間で１０くらいのサークルが活動を止めてしまっている。その理由と

いたしまして、やはり高齢化というのが否めない理由になっています。平均的に見ますと、

７６サークルの平均年齢が大体７０代の中盤あたりではないかと思われるんですね。やは

り、最初の頃にできたサークルも５０代ではじめても３０年以上経ちますと８０代になる
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わけなんです。そうなってきますと、仲間が病気になったり、自身は元気でも家庭の事情

でお止めになるといった傾向が見られます。それで会員数が減り、サークル自体がだんだ

ん３～４名となって、活動しづらくなってしまうことがあるようです。コロナの影響によ

る閉館や、個人的に活動を自粛される方もいらっしゃいました。それは、個人の意見を尊

重するほかありませんでした。私は現在３つのサークルを立ち上げて活動しています。多

いところでカントリーダンスというところに現在２３名の会員がいるんですけれども、コ

ロナの関係で自粛する人が５～６名はいます。この関係で活動が少なめでということがあ

ります。私たちの年齢はフレイルと言って、どこが悪いというわけではないので医者に行

くほどではないのですが、倦怠感といいますか、体力・気力が落ちてしまうことがありま

す。それを予防する上でも、私たちのサークルは頑張って活動しようよという話になって

います。公民館の利用サークルとしての活動の活性化に向けた公民館の果たすべき役割と

いうことですので、実際にサークルとしては、こういった数と傾向があるということをザ

ックリとお話させていただきました。中村委員、澤﨑委員は推進協から出ていただいてい

ますけれども、推進協においては、いかがですか。子どもさんたちの様子などはどうです

か。先程、学校においては小学校３年生が来館されたということですけれども、子どもた

ちの間で公民館の話題は出たりしていますか。 

〇澤﨑委員 

 鶴が台中学校なので、応援丸の話題は出ます。今、鶴が台中学校は本当にＩＣＴ（情報

通信技術）を頑張ってやっておりまして。校長先生が学校のホームページに通知なども載

せていて、そこに応援丸のことも載せてくださったりして、ホームページから申し込みが

できるような形で。公民館に来る子は来ているんですけれども、うちの子に聞いてみると、

とにかく部活が忙しいと。応援丸にしても塾の時間と重なってしまっていて、時間が合わ

ないから行かないと言っていました。ですから、公民館に行く子は行きますけれども、行

かない子は全く行かない感じなのかなと。コロナもあって、公民館まつりもなくて、お手

伝いに来ることもなかったので、中学校に入ってからは余計に疎遠になっている感じはし

ます。 

〇佐藤委員 

 今、応援丸には何人くらい来ているのですか。先生も手伝ってくださるんですか。 

〇事務局 

 毎週木曜日の１９時に、先生方は少し前に来ています。ばらつきがあるんですけれども、

試験が近づいてくると多くなり、試験が終わると緩やかになる。でも、来ていますね。校

長先生も途中様子を見に来られています。 

〇佐藤委員 

 みんな真面目にやっているんですね。学習室の開放は部屋だけですよね。 

〇事務局 

 部屋だけです。毎日、鶴が台小、香川小、円蔵小、鶴が台中、北陽中、北陵高校の男子
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もいましたね。大体はこの辺の小中学校のお子さんが利用しています。 

〇澤﨑委員 

 大学生の子に聞くと、フリーWi-Fiの環境がないとちょっとねと言われました。 

〇事務局 

Wi-Fi は１階に付いてはいるのですが、フリースポットチガサキというのが。ただ盤石で

はないんです。それで６月に国の補助金を活用するため、議会の承認を得て、今後事務室

とロビーと講義室と集会室大に Wi-Fi のルーターを取り付けて、今よりも Wi-Fi 環境を良

くしようと思います。おそらくこれから業者を決まって、秋くらいに稼働するのではない

かと思います。現在は脆弱な部分がありまして、途中で切れてしまったりしますので。今

言った部屋にルーターが付けば安定するようになると思います。 

〇真鍋委員 

 サークル数が減っているというお話でしたけれども、公民館のお部屋を取るのが大変で

すよね。使用料は無料ですか。 

〇佐藤委員 

 どこの公民館もそうだと思いますけれども、３か月前の抽選申込は共通ですよね。です

から今月部屋を取ろうとすると 3 か月前に予約が取れるわけですから、かなり埋まってし

まっている可能性はありますね。使用料は無料です。 

〇真鍋委員 

 自治会で利用しようと思った時に取れなかったもので。公民館まつりには、本当にお子

さんが沢山いらっしゃいますよね、それで公民館に来たことがあるのかなと思いました。 

今年度の公民館まつりは、規模を縮小して行うと聞きましたが、日にちは決まっていない

ですよね。 

〇事務局 

 日にちは決まっていないです。おそらく年度末の頃になると思います。年内の開催は難

しいと思います。 

〇佐藤委員 

 今、実行委員を募っている段階で、これから話し合って決めていくことになりますが、

コロナのこともありますから、飲食は難しいですよね。 

〇事務局 

 そうですね。 

 続いて、資料３です。 

審議会の回数は通常２回開催のところ、諮問の年は年３回までなので。３回分までは報

酬は支払われます。限られた時間の中で答申していかなければならないわけですが、審議

会としての答申を作成するにあたって、参考資料を付けさせていただいたんですけれども。

アンケート調査で、きっちりとどれくらいの年数、年齢層などの現状の把握と、どのよう

なことを各サークルさんが考えていらっしゃって、公民館に対してどのような要望がある
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かとか、１４項目を案として出させていただきました。これを基に利用者の声を聞いて、

集計したものを皆様に見ていただいた上で答申の参考にしていただけたらなと考えており

ます。もう一つは、直近４回分の答申もお配りさせていただいています。この資料の中に

ヒントめいたものがいくつかあるのではないかと思います。公民館としてこうしたらもっ

とサークルの活性化が図られるのではないかというところもあります。そういったものを

基に、例えばですけれども、まとめ方の一つとして、平成２６年度の答申をご覧ください。

地域に開かれた公民館の在り方ついてというのがあります。当然のことながら、その年度

の委員さんごとにまとめ方は異なります。平成２６年度にもアンケートらしきことを行っ

ているんですね。それを踏まえて、各委員からの提言という形で意見を述べています。最

後に会長が結びということで総括しているんですね。あくまでも一つの案です。 

〇佐藤委員 

 館の方から、答申案としてご提案がありましたが。本日が審議会の第１回ですね、第２

回と第３回でまとめてくださいと。まとまらない場合は手弁当で集まってまとめてくださ

いということですね。 

今年度、公民館と利用者懇談会の共催事業として「大人サークル体験」を１０月から２

月に予定しています。それも活性化の一つとして行います。この事業も諮問の内容と関り

があると思いますので、それもサークルにアンケートを取ったり、関わりのある学習会が

担当するんですけれども、そこでの話し合いなども行われる予定ですので、提言の中に入

れられたらなと思います。 

夏休み自由広場で子どものサークル体験を行っているんですけれども、今年はできませ

ん。それと、大人のサークルが少なくなっているので仲間を増やしたい、それとサークル

の活動を皆様にご紹介して認知していただきたいという思いもありまして、そういった事

業を企画しております。 

〇澤﨑委員 

 利用者懇談会に加入しているサークルの体験ということですね。 

〇佐藤委員 

 会議で利用している団体を除いたサークルが対象で、３１サークルから受け入れの申し

込みがありました。そのサークルをカテゴリー別に分けて、これから館内に一覧を掲示し

ますので、それを見てお申込みいただくという形で、そこから先は受け入れ先のサークル

にお任せして進めます。運動サークル、音楽関係サークル、その他にも色々なサークルか

ら受け入れの申し込みをいただきまして、３１サークルあります。１０月からの募集にな

りますけれども、どれだけの方が興味を持ってくださるか。館内に掲示してあるサークル

紹介をご覧になっている方にお声がけしてみると「興味はあるけど、一人で出来上がって

いる中に入っていくのは、ちょっとね」とおっしゃる方が結構いらっしゃるんです。です

ので、そういった方の背中を押してあげる機会になるのではないかと期待しています。今

回の諮問は、公民館の果たすべき役割ですよね。 
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〇事務局 

 はい、答申を作らなければならないので、例えば作る材料の一つがアンケートで、サー

クルの現状をここできちんと把握するために、今の状況や問題点がどこにあるのか。 

〇佐藤委員 

 館長のお考えで、こういったアンケートを作ってはどうかと。皆さんにゆっくりご覧い

ただいて、ご意見をいただくということでよろしいでしょうか。 

〇事務局 

 こちらは、案として作成したもですので、委員の皆様には 1 週間以内にご意見を寄せて

いただければと思います。それからアンケートを実施して、その結果を取りまとめたもの

を各委員へお送りしたいと思います。その結果を参考にしつつ、お配りした答申の内容も

ご覧いただきながら、意見を作っていただきたいと思っています。その意見を第２回の審

議会の前に集約したいと思います。そこで第２回の審議会の日程を１１月の終わりか、１

月の終わりに設定させていただきたいと思っています。お一人お一人の意見をそれまでに

事務局に送っていただき、会長と副会長に見てもらい、どのような形でまとめるかを決め

ていただき、第 2 回審議会でまとめ方を提案していただきます。形ができるのは第３回の

審議会、３月になりますね。３回で完成させるスキームになります。いかがでしょうか。 

 サークルへのアンケート結果をお手元にお届けできるのは、１０月半ばになると思いま

すが、各委員からご意見をいただく際の参考にしていただければと思います。 

〇佐藤委員 

 本日が第１回ですから、第 2 回までに我々がやることというのは、アンケート（案）に

ついての意見があれば 1 週間以内 8 月１０日までに館に連絡をすることですね。 

〇中村委員 

 このアンケートは、香川公民館に関わっている目線でお答えすればよろしいのですか。

推進協の資料作成で印刷をさせてもらうくらいなのですが、コロナ禍で実質活動を休止し

ている状態ですので、活動していた当時の感覚でお答えすればよろしいでしょうか。 

〇事務局 

 ここには、4 月１日現在でと記載させていただいておりますが、それで構いません。 

〇佐藤委員 

 香川公民館で活動しているサークルに対して、こういった視点でよいかどうかを見てい

ただくということで。 

〇中村委員 

 分かりました。 

〇真鍋委員 

 アンケート（案）についてですが、私はサークル活動に参加していませんので、このま

まで結構です。 
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〇澤﨑委員 

 アンケートの３ページですけれども、問１０の次が問９に戻ってしまっていますが、こ

れは問１１でよろしいですよね。 

〇事務局 

 はい、申し訳ありません。ケアレスミスです。設問の最後は１６になります。 

〇澤﨑委員 

 定期的に月１で利用しているサークルで利用者懇談会に加入していないケースがあるよ

うですが、それはいかがなものかと思いますよね。年に１回しか利用しないところは別と

して。是非このアンケートに、利用者懇談会に加入しているか、加入していないか、それ

と加入していない理由を書いていただく。利用者懇談会の高齢化が進んでいる中で新しい

若い方が加入された方が良いと思います。 

〇佐藤委員 

 利用者懇談会の役員会においても、その話は出たんです。結局未加入のところがあまり

にも多いと。役員で手分けをして話をしましょうよと。そこまで話は出たんですが、実際

は動けていないです。団体として登録されたときに、利用者懇談会への加入についてもお

話はしていただいていると思いますが、なかなか結び付かない現状のようです。自治会の

ようなもので、自治会ですと地域の目もありますので加入しますが、利用者懇談会は負担

の方が大きいと感じてしまう、社会の一員であることを忘れてしまうのでしょうね。任意

のものですので、強制はできない難しい部分があります。このアンケートを未加入の団体

にも配付するのでしたら、この設問も表現は難しいですけれども、入れていただきたいで

すね。 

〇事務局 

分かりました。加入しているか、加入していないか、加入していない場合はその理由で

すね、加えます。 

〇澤﨑委員 

 その他は、このままでよろしいかと思います。 

〇佐藤委員 

 良かったです。そういったご意見をいただけて。 

〇澤﨑委員 

 今回、あまりにも未加入の団体が多いので。  

〇事務局 

今後のスケジュールについては、期限も併せて改めて文書でお送りします。年明けの 1

月中旬に第２回、3 月の末に正式な答申でよろしいでしょうか。 

〇佐藤委員 

 そんなに遅くて大丈夫ですか。 
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〇事務局 

 その間に、まとめ方などを会長と副会長にご相談させていただき、間に合うように調整

いたします。 

〇澤﨑委員 

 前回は、会長が答申を作ってくださったんですよね。今回は公民館で作成していただけ

るのですか。 

〇事務局 

 基本的には審議会で作成していただきます。事務局もサポートはさせていただきます。 

アンケートについては、２０日の利用調整日にまでに各サークルのフォルダーに入れて、

その場でも説明させていただきます。 

〇佐藤委員 

 お声がけいただければ、お手伝いしますので。それで、サークルの提出期限はいつまで

になりますか。 

〇事務局 

 ９月末日までです。毎週活動されているサークルもあれば、月１回の活動のところもあ

りますので、長めにとってあります。 

〇佐藤委員 

 あまり長いと忘れてしまうんですよね。 

〇事務局 

 それでは、1 か月として 9 月２０日までにしましょうか。 

〇佐藤委員 

 それが良いと思います。内容は難しくないので、十分だと思います。 

提出を忘れているサークルには、９月の利用調整日に声をかけて提出してもらうというこ

とで。 

〇事務局 

 今後の日程調整をまた早目に進めたいと思いますので、よろしくお願いします。 

〇佐藤委員 

それでは、次に議題の３「その他について」事務局から何かありますか。 

〇事務局 

１点事務連絡がございます。市内５館で構成する公民館運営審議会委員連絡協議会を通

常年２回開催しています。審議する内容は、予算や事業報告です。あとは研修会ですね、

本来であれば幹事が集まって研修会の企画するのですが、令和２年度、令和３年度は行っ

ておりませんが、今年度の当番館が南湖公民館でして研修会の開催予定について、連絡が

ありました。日程候補日として１１月２２日(火)１０時～１２時、場所は南湖公民館講義室

で調整しております。内容は、講演「地域社会教育と公民館」というテーマで講師は前教

育長の神原聡さんを予定しております。正式に決定いたしましたら後日、開催通知を送ら
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せていただきますので、予定をしておいていただきたいと思います。 

〇澤﨑委員 

 本来は、私が一緒に企画・運営をしなければいけなかったのですか。今回は、参加する

だけでよろしいのでしょうか。 

〇事務局 

 今回は、南湖公民館が動いていて特に要請がきていないので、都合をつけて参加してい

ただくだけで良いと思います。令和元年度の研修も神原さんをお迎えして、うみかぜテラ

スで行いました。神原さんは、レッツトライボランティアでもご協力いただいています。 

事務局からは以上です。 

〇佐藤委員 

その他に何かございますか。ないようであれば、以上をもちまして本日の会議を終了さ

せていただきます。本日は長時間にわたりお疲れさまでした。 

〇事務局 

 長時間にわたり、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


